
ハマゴウB

海岸の砂
すな

浜
はま

に集まって生えます。高さ
30 ～ 70cm で、茎

くき

は砂
すな

の上をはい、枝
えだ

は立ち上がります。７～ 9 月に枝先にう
す青紫

むらさき

色の花をたくさんつけます。

クマツヅラB

野 の 道 ば た に 生 え ま す。 高 さ 30 ～
80cm で、茎

くき

は直立し四角く、６～ 9 月
に 4mm ほどのピンク色の小さな花がた
てにならんでたくさんつきます。

ホソバリンドウB

湿
しっ

地
ち

や湿
しめ

った場所に生え、草丈
たけ

は 30 ～
100cm ほどになります。秋に紫

むらさき

色の花
をつけます。湿地に生えるリンドウの種

しゅ

類
るい

でリンドウに比
くら

べて葉が細いです。

リンドウB

山や野に生える高さ 20 ～ 100cm の草
です。細長い葉には 3 本のすじが目立ち
ます。秋に紫

むらさき

色の 4cm くらいの花を数
個
こ

つけます。

ハマボウフウB

海岸の砂
すな

地
じ

に生えます。高さ５～ 30cm
で、葉は厚

あつ

くて光
こう

沢
たく

があり、食べること
ができます。5 ～ 7 月に茎

くき

の先に白い小
さな花が集まってつきます。

タチモB

池、水田などの浅
あさ

いところや水際
ぎわ

に生え
る水草で、水の量

りょう

にあわせて形を変
か

えま
す。６～ 9 月に葉のつけねに小さな花を
つけます。

ミズユキノシタB

沼
ぬま

や水路などの水の中や湿
しっ

地
ち

に生えま
す。茎

くき

は枝
えだ

分かれし地面をはいます。６
～ 10 月に葉のつけねにうす黄緑色の小
さくて目立たない花をつけます。

ヒメミソハギB

水田や湿
しっ

地
ち

に生えます。柔
やわ

らかい葉は対
になって生え、９～ 11 月にうす紫

むらさき

色の
小さな花を葉のつけねにつけます。果

か

実
じつ

は丸く、黒色に熟
じゅく

します。

ゴキヅルB

水
みず

辺
べ

に生えるつる植物です。花は夏から
秋に雄

お

花と雌
め

花が別
べつ

につきます。丸い果
か

実
じつ

は熟
じゅく

すとふたが取れるように割
わ

れ、中
には 2 個

こ

の黒い種
たね

が入っています。

カラスノゴマB

畑 や 道 ば た に 生 え ま す。 高 さ 30 ～
60cm になります。葉は卵

たまご

型
がた

で、先は少
しとがります。夏に葉のつけねに黄色い
花をつけ、秋には細長い果

か

実
じつ

となります。

ヒナノカンザシB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

やため池の畔
ほとり

に生え
ます。高さ６～ 25cm の小さな草です。
８～ 10 月にうす紫

むらさき

色の 1 ～ 2mm の小
さな花をまばらにつけます。

マキエハギB

日当たりのよい乾
かわ

いた道ばたや岩地など
に生えます。高さ 40 ～ 60cm になりま
す。8 ～ 9 月に白い花を数個

こ

つけ、豆の
ような果

か

実
じつ

をつけます。

クロツラヘラサギA

冬または渡
わた

りの時期に見られるトキの仲
なか

間
ま

。黒い顔とヘラのようなくちばしが特
とく

徴
ちょう

です。海岸や池、水田などの浅
あさ

い水の
中で、エサをとったり休んだりします。

ヨシゴイA

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥。ヨシ原、湿
しっ

地
ち

、
水田などで子育てをします。草の中にい
ることが多い鳥です。じっと動かず待ち
ぶせして、魚やカエルを捕

つか

まえます。

トモエガモA

冬を日本ですごす渡
わた

り鳥で、池や河
か

川
せん

で
見られます。オスの顔は、うす黄色と緑、
黒の三色の巴（ともえ）模

も

様
よう

。メスは全
体に茶色っぽい色をしています。

ヒクイナA

水田や湿
しっ

地
ち

、池、河
か

川
せん

にすんでいます。
歩きながら虫やカエル、エビなどを探

さが

し、草の種
たね

も食べます。夕方から夜に、
「キョッキョッキョッ…」と鳴きます。

鳥類
A ： 11 種
B ： 21 種

要調査 ： 17 種

ニホンアナグマB

森林やササやぶにくらし、長いトンネル
を掘

ほ

って生活します。夜にミミズや虫、
カエル、果

くだ

物
もの

やドングリを探
さが

して歩きま
す。冬は巣

す

穴
あな

で冬ごもりをします。

キツネB

里山の森林にくらし、草原や農
のう

耕
こう

地
ち

にも
姿
すがた

を見せます。ネズミや小鳥、虫などの
動物のほか、果

か

実
じつ

も食べます。土の中に
巣
す

穴
あな

を掘
ほ

って子育てをします。

タヌキB

山の森から人里近くの雑
ぞう

木
き

林
ばやし

、公園の林
などにもすんでいます。果

くだ

物
もの

やドングリ、
虫、ミミズ、カエル、サワガニなど、い
ろいろなものを食べます。

カヤネズミA

日本で一番小さいネズミで、ため池の周
りなどの背

せ

の高い草地にすんでいます。
ススキやチガヤなどの草の葉を編

あ

んで丸
い巣

す

をつくり、その中で子育てをします。

カヤネズミ
の

巣

コウベモグラA

草原や農
のう

耕
こう

地
ち

、森林にすんでいます。土
の中にトンネルを掘

ほ

って、ミミズや虫を
食べます。掘った土が地面に盛

も

り上がっ
たものを「モグラ塚

づか

」といいます。

　
　
　
　
モ
グ

ラ
塚

哺
ほ

乳
に ゅ う

類
る い

A ： 2 種
B ： 3 種

明石市レッドリストの生きもの

生きものの名前A

＜見られる時期や行動、特
とく

徴
ちょう

など＞

カテゴリー：

A、B、要
よう

（要
よう

調
ちょう

査
さ

）、

今（今見られない）

見られる環
かんきょう

境：

p1 参
さん

照
しょう

＜写真・イラスト＞

生きものの説
せつ

明
めい

の

見方はこちら

24 5



ハマエンドウB

海岸の砂
すな

地
じ

に生えます。葉の先は巻
ま

きひ
げになり、茎

くき

は地をはって長さ 1m ほど
になります。４～ 7 月に赤紫

むらさき

色、のち
に青紫色になる花を数個

こ

つけます。

タヌキマメB

日当りのよい草地や道ばたに生えます。
茎
くき

や葉などに茶色の毛がたくさん生え
ています。7 ～ 9 月に枝

えだ

先に青紫
むらさき

色の
1cm ほどの花をつけます。

タコノアシB

河
か

川
せん

敷
じき

に生えます。高さ 30 ～ 70cm で、
8 ～ 10 月に白い花をつけます。秋の終
わりごろ、果

か

実
じつ

や草全体が赤く色づき、
タコの足を思わせます。

マルバマンネングサB

岩や石
いし

垣
がき

の上に生えます。茎
くき

は地面をは
い、その途

と

中
ちゅう

から根を出します。６～ 7
月に、高さ８～ 20cm の茎の先に星形の
黄色い花をつけます。

タイトゴメB

海岸の岩の上に生えます。茎
くき

は長くはっ
て枝

えだ

分かれし広がります。葉は厚
あつ

みがあ
り緑色です。５～ 7 月に茎の先に星形の
黄色い花を３～ 10 個

こ

つけます。

メノマンネングサB

海岸から山地の尾
お

根
ね

や岩の上、石
いし

垣
がき

など
に生えます。高さ 10 ～ 15 ｃｍで、厚

あつ

みのある葉をしています。５～ 6 月に黄
色い星形の花を茎

くき

の先につけます。

コイヌガラシB

水田や湿
しっ

地
ち

などに生えます。高さ 10 ～
40cm で、春または秋に葉のつけねに黄
色い花をつけます。果

か

実
じつ

は棒
ぼう

のような形
で、葉のわきに 1 つずつつきます。

キケマンB

日当たりのよい道ばたなどに生えます。
高さは 40 ～ 60cm。4 ～ 5 月に長さ 15
～ 20mm の黄色い花をたくさんつけ、
細長い果

か

実
じつ

ができます。

トウカイコモウセンゴケB

日当たりのよい湿
しっ

地
ち

に生える食虫植物で
す。葉の毛から出す粘

ねん

液
えき

で虫を捕
とら

えます。
冬でも赤い葉をつけています。６～ 9 月
にはうす紅

べに

色の花を数個
こ

つけます。

イシモチソウB

湿
しっ

地
ち

に生える高さ 20cm ほどの食虫植物
です。葉の毛から出す粘

ねん

液
えき

で虫を捕
とら

えま
す。５～ 6 月に 1.5cm くらいの白い花
をつけます。

ウマノスズクサB

林の縁
ふち

や土手などの草地に生えるつる植
物です。夏に花びらのない花をつけます。
この花が馬につける鈴

すず

の形に似
に

ているこ
とからこの名前がつきました。

ハンゲショウB

水
みず

辺
べ

や湿
しっ

地
ち

に生える高さ 50 ～ 80cm の草
です。6 ～ 8 月の花の時期に、花の下の葉
の一部が白色に変

か

わります。花は小さく目
立たない白い花です。冬には葉は枯

か

れます。

チュウサギB

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、水田や畑で
カエルや虫などを食べます。同じ仲

なか

間
ま

の
ダイサギやコサギと比

くら

べると、水
みず

辺
べ

より
も農

のう

耕
こう

地
ち

や草地にいることが多いです。

ヒメウB

海にすむウの仲
なか

間
ま

で、青や緑に光る黒い
体をしています。よく見られるカワウや
ウミウより小さく、顔が黒いのが特

とく

徴
ちょう

で
す。水に潜って魚などを食べます。

ツクシガモB

冬を日本ですごす渡り鳥で、海
うみ

辺
べ

に多い
カモの仲

なか

間
ま

ですが、明石市ではため池で
見られます。白い体に黒い頭、ピンク色
のくちばしが特

とく

徴
ちょう

です。

コクガンB

海にくらすガンの仲
なか

間
ま

です。海岸の近く
で海

かい

藻
そう

を食べます。冬に日本にやってき
ますが、北海道や東北地方に多く、兵

ひょうご

庫
県
けん

で見つかることは珍
めずら

しい鳥です。

クイナB

背
せ

の高い草の生えた水
みず

辺
べ

にくらし、姿
すがた

を
見ることの少ない鳥です。大きな足で水
辺を歩き回って、虫などの小さな動物や
草の種

たね

などを食べます。

カワセミA

川や池のそばでくらす小鳥です。背
せ

中
なか

は
明るい青色、お腹

なか

はオレンジ色をしてい
て、その姿

すがた

は「青い宝
ほう

石
せき

」ともいわれま
す。水に飛

と

びこんで魚を捕
つか

まえます。

アオバズクA

夏を日本ですごし、里山やお寺などの森
で子育てをするフクロウの仲

なか

間
ま

です。夜
に活動し、昼間は休んでいることが多い
です。「ホッ、ホッ」と鳴きます。

オオタカA

山地の森林から人里近くの林にくらす、
カラスと同じくらいの大きさのタカの仲

なか

間
ま

です。林や草地で、鳥やウサギなどの
動物を捕

つか

まえて食べます。

ミサゴA

海や大きな川、池の近くでくらすタカの
仲
なか

間
ま

です。大きな体で水の中へ豪
ごう

快
かい

に
突
つ

っ込
こ

んで魚をとります。長い翼
つばさ

に白い
お腹

なか

、目を横切る黒い線が特
とく

徴
ちょう

です。

コアジサシA

夏を日本ですごす渡
わた

り鳥で、海や池の上
を低

ひく

く飛
と

んで魚を捕
つか

まえます。海岸や河
か

原
わら

、時には工事現
げん

場
ば

などの砂
すな

や石の多い
広い場所に集まって、子育てをします。

タマシギA

オスが子育てをする鳥で、メスのほうが
目立つ色をしています。水田や湿

しっ

地
ち

でく
らし、姿

すがた

はあまり見られませんが、初
しょ

夏
か

の夜、メスは「コゥコゥ」と鳴きます。

シロチドリA

海岸や海に近い川にすんでいます。砂
すな

浜
はま

をチョコチョコと走っては小さな虫など
を捕

つか

まえます。明石市の海岸では卵
たまご

を産
う

み、ヒナを育てる様子が見られます。
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